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　目的は、2 年課程定時制に通う看護学生が、地域高齢者に対する死生観インタビューを通して、

高齢者の死生観をどう理解し、死生観インタビューで得た学びをどう活用するのかを明らかにし、

後の臨地実習にどう役立てるのかについて考察することである。

　死生観インタビュー前の学生の死生観アンケート、死生観インタビュー後に提出したグループの

学びレポートを分析した質的記述的研究である。

　2 年課程定時制看護学生は、地域高齢者への死生観インタビューを通して、高齢者の【生に対す

る価値観】と【死に対する価値観】を理解した。また、学生は地域高齢者への死生観インタビュー

で得た学びを《自己の死生観の深まり》《人生の目的や目標》《人とのつながり》など自己の【死生

観の深化に活用】することや《高齢者の理解》《死生観に対するアセスメントの実際》など【臨地実

習に活用】することが本研究で示唆された。
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Ⅰ．はじめに

　わが国の 2017 年の死亡者数は 134 万人を超

え、2025 年には 160 万人に達する見込みであ

る。このように多死社会を迎える中、人口およ

び疾病構造の変化に応じた適切な医療提供体制

の整備が喫緊の課題である。またその変化に伴

い、看護職者の就業場所が在宅や施設等へ拡が

る為、多様な場での患者の多様性・複雑性に対

応した看護を創造する能力が看護職者には求め

られる（厚生労働省 ,2018）。現在の基礎教育は

急性期の看護が中心であり、人生の終末期や在

宅、介護施設における看護の学びが少ない。そ

の為、終末期をどう生きたいかといった患者の

希望を受け止められるような看護の学びが必要

である（厚生労働省 ,2018）。このような状況に

あり、看護基礎教育としての死生観教育は今後

さらに重要性を増す。将来、多様化する看護場

面で、対象者の生と死について倫理的な判断や
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対応ができるよう、学生の時から自己の死生観

を考える教育内容が必要と思われる。

　これまでも死生観教育に関する研究は多く行

われてきた。瀨川,原（2005）、岡本,石井（2005）、
早坂（2012）、古川 , 岡崎（2013）、梅田 , 迫

田（2014）の臨地実習での体験やカンファレン

ス、死別体験、終末期看護の授業などで死につ

いて考えたことのある経験が死生観に影響する

という報告や、寺門 ,大塚 ,石松 ,平川（2002）、
木下 , 竹元 , 齊田 , 渡邉 , 牧（2013）の看護学

生が自分の家族に対して人生観や死についてイ

ンタビューし、いずれもその人の理解や死生観

の理解に繋がったとする報告、さらに、石田順

子 , 石田和子 , 神田（2007）の看護学生の死生

観には宗教、性格型、読書や映画鑑賞を通して

死を考えた経験および人生に目的意識を持つこ

とが影響し、YG 性格検査で内向型の学生に比

べ活動的で情緒が安定している外向型の方が目
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13 名は入学当初より急性期総合病院、精神科単

科病院、慢性期・回復期病院などの医療機関で、

午前または午前と夜間に就労しながら学んでい

る。未就労の 1 名は、2 年次終了まで急性期総

合病院で就労していた。

3．研究協力者

　要介護認定は受けておらず自立した日常生活

を送る地域高齢者 4 名である。内訳は男性 3 名

（60 歳代後半から 70 歳代後半）、女性 1 名（80
歳代前半）で市社会福祉協議会担当者から紹介

を受けた。高齢者はそれぞれ定年まで学校長や

会社役員などをしており、現在は地区社会福祉

協議会会長や公民館館長などの立場で、地域住

民参加の料理教室や体操教室などを主催してい

る。これまでも 4 名の高齢者には、地域老年看

護学実習において看護学生による人生観・健康

観インタビューに協力をいただいていた経緯が

ある。その中で高齢者の死生観に触れる機会が

あり、学生の死生観構築の契機になると期待し

たことが協力者の選定理由である。

4．データ収集期間

　平成 23 年 4 月から 9 月

5．データ収集方法

1）事前アンケート

　死生観インタビューの事前アンケートとして、

インタビューガイドの「死後の世界はあると思

うか」「死が怖いと思うか」「死はこの世の苦し

みから解放されることだと思うか」「死について

考えることを避けているか」「人生にはっきりと

した使命と目的を見出しているか」「死とは何か

についてよく考えるか」「人の寿命は見えない力

によって決められていると思うか」の 7 項目に

ついて、自記式質問表に記載することを学生に

求めた。「はい」「いいえ」の回答の他に、その

内容や理由について自由記載とした。

2）死生観インタビュー

（1） 3 年次 4 月に行う「地域老年看護学実習（10
時間）」の一環で実施した。実習内容は、①

地域で健康的に活動している高齢者への死

生観インタビュー　②後日、インタビュー

対象者が主催している地域活動（健康体操

教室や料理教室など）への参加である。

（2） 学生 3 ～ 4 名を 4 グループ編成し、それぞ

れ地域高齢者 1 名に入っていただいた。

（3） 各演習室に分かれ、自己紹介の後、学生が

地域高齢者に対しインタビューガイドに沿っ

て 60 分間の死生観インタビューを行った。

（4） 学生の中から 1 名のインタビュアーと 2 名

の書記を決めた。録音はせず、書記は地域

高齢者の語りをできるだけ語りのままに書

き留めた。教員は倫理的配慮から控室で待

機した。

（5）インタビューガイド

　死生観インタビューには、平井 , 坂口 , 安部

（2000）が開発した臨老式死生観尺度（7 因子

27 項目）を参考にインタビューガイドを作成し

た。臨老式死生観尺度は、主に死に対する価値

観や態度を測定するもので、妥当性と信頼性の

検証、再検査法による信頼性・基準関連妥当性・

構成概念妥当性が確認されている。7 因子は、

①死後の世界観 ②死への恐怖・不安 ③解放とし

ての死 ④死からの回避 ⑤人生における目的意識 
⑥死への関心 ⑦寿命観である。

　地域高齢者の体力および時間的観点から、27
項目全てのインタビューが困難であるため、各

因子から質問が端的で意味の理解が容易と思わ

れる一つの項目を抜粋して、以下の 7 項目をイ

ンタビューガイドとした。

＜①死後の世界観＞から「死後の世界はあると

思いますか」

＜②死への恐怖・不安＞から「死が怖いと思い

ますか」

＜③解放としての死＞から「死はこの世の苦し

みから解放されることだと思いますか」

＜④死からの回避＞から「死について考えるこ

とを避けていますか」

＜⑤人生における目的意識＞から「人生にはっ

きりとした使命と目的を見出していますか」

＜⑥死への関心＞から「死とは何かについてよ

く考えますか」

＜⑦寿命観＞から「人の寿命は見えない力によっ

て決められていると思いますか」

　それぞれの質問の「はい」に対する次の質問

に「それはどのようなことですか」とし、「いいえ」

に対する次の質問に「それは何故ですか」とした。

3）学びのレポート

　地域高齢者への死生観インタビュー後、「学生

と地域高齢者の死生観の共通点と相違点は何か」

というテーマで、グループ・全体討議を行った。

討議後、4 名の地域高齢者の語りはすべての高

齢者に共通しないことを学生に説明した。レポー

トには以下の 3 つを記述するよう学生に求めた。

的意識は高く死の恐怖・不安が低いという報告

がある。また看護学生の学年比較では、狩谷 ,

渡會丹（2011）の死への恐怖は 4 年次生が低く、

臨地実習での経験が死について肯定的に受け止

めたとする報告、原（2015）の学年が進むにつ

れ、特に終末期実習を終了した学生は自分の死

を想像できるようになっているという報告があ

る。さらに VTR や映画など動画教材を活用した

研究では、粉川（2013）の NHK 放映の VTR「あ

る少女の選択～“延命”生と死のはざまで～」

を視聴後の学生レポートを質的分析し、改めて

生と死について見つめ直すことの重要性に気づ

いたという報告、眞鍋 ,天谷 ,陳 ,山下（2017）
の死に関するドキュメンタリー映画「いきたひ

～家族で看取る～」の視聴前後において、看護

学生と社会人に死生観尺度を用いて調査し、看

護学生の平均値が視聴後有意に高くなったとい

う報告がある。以上のように、看護学生を対象

にした死生観研究の多くは、死生観が影響を受

けた要因を明らかにした報告が多く、またその

対象は看護大学生や 3 年課程看護学生であった。

　2 年課程定時制看護専門学校は、准看護師の

資格取得者が医療機関等で働きながら 3 年間就

業し、看護師国家試験受験資格を目指す課程で

ある。2 年課程定時制の看護学生を対象にした

これまでの研究は、学習環境や就労に関するこ

とが多かった。例えば、鎌田 ,松田 ,山下（2013）
の学習経験や准看護師としての就労経験など、

多様な学生のレディネスに対して学習資源の査

定の重要性を報告した研究がある。また、小川 ,

上田 , 森田（2017）の 2 年課程の教育制度の歴

史的変遷と教育的課題についての文献研究で、

学生の年齢の幅が拡がり、大学を卒業した社会

人経験者が入学してくるなど、学生の高学歴化

に伴って学び方、生活の考え方、生き方の意識、

思考など多種多様になってきているという報告

もある。このように、2 年課程定時制の教育課

程における諸問題に研究の焦点が向けられてい

たように思われる。

　本研究の対象は、2 年課程定時制看護専門学

校に在籍する学生である。対象校では、授業を

通し高齢者の人生の歴史、価値観、死生観を理

解する必要性を教授している。しかし学生は、

臨地実習で受け持つ高齢患者の価値観等のアセ

スメントをする際、相手の心情を察するがゆえ

に生死を扱う話題には躊躇し、教員に指導を求

めてくることが多い。その為、学生が自己の死

生観を見つめることや、患者の死生観を理解す

る為の対話方法の習得が重要だと考えられる。

　対象校では過去 4 年間、地域老年看護学実習

の一環で、学生が地域高齢者に対して人生観や

健康観のインタビューを実施している。そこで

今回、地域高齢者に対し死生観インタビューを

行うことで、学生が自己の死生観を見つめる機

会になると考えたこと、また、学生と地域高齢

者の死生観を比較しながら考えることで、高齢

者の死生観の理解が深まり、後の臨地実習に役

立てることができるのではないかと考えた。

　以上を踏まえ本研究では、2 年課程定時制の

看護学生が、地域高齢者に対する死生観インタ

ビューを通して、高齢者の死生観をどう理解し、

死生観インタビューで得た学びをどう活用する

のかを明らかにし、後の臨地実習にどう役立て

るのかについて考察する。これまで、2 年課程

定時制の看護学生が地域高齢者への死生観イン

タビューを通して得た学びをどう活用するかと

いった報告はない。本研究の意義は、学生のレ

ディネスが多様化する 2 年課程定時制看護学生

に対する死生観教育について示唆を得られるこ

とだと考える。

Ⅱ．用語の定義

　死生観とは、死ぬことと生きること（奥山益

朗 ,1997）。ここでは、生と死についての考え方

であり、生き方や死に方についての自己の考え

や価値観とする。

Ⅲ．目的

　2 年課程定時制に通う看護学生が、地域高齢者

に対する死生観インタビューを通して、高齢者

の死生観をどう理解し、死生観インタビューで

得た学びをどう活用するのかを明らかにし、後の

臨地実習にどう役立てるのかについて考察する。

Ⅳ．方法

1．研究デザイン

　質的記述的研究

2．研究対象者

1）対象学生の特性と属性

　2 年課程定時制（3 年コース）看護専門学校の

3 年生 14 名（男子 2 名、女子 12 名）で、年齢

は 22 歳から 33 歳（平均年齢 26．46 歳）である。

— 79 —— 78 —



武庫川女子大学看護学ジャーナル  Vol.04（2019） 地域高齢者への死生観インタビューによる 2 年課程定時制に通う看護学生の高齢者の死生観の理解と活用

載では「今の置かれた状況で精一杯することが

使命」「夢をかなえることが目的」などがあった。

「いいえ」では「今はぼんやり見え始め形成され

つつある段階」「使命といえるほどのものはまだ

見出していない」「先のことは予測がつかないし

年齢を重ねるごとに目的は変わる」などがあった。

6）死への関心

「死とは何かについてよく考えるか」では「はい」

が 5 名（35．7％）、「いいえ」が 9 名（64．3％）

であった。「はい」の自由記載では「死は別れ、

旅立ちである」「死は生のゴールである」「死を

前にしたときどう生きていきたいかよく考える」

などがあった。「いいえ」では「年齢的に死が近

いわけではないため死について考えることはな

い」「今を生きるのが精一杯のため考える余裕が

ない」「誰かの死に対面したときしか考えない」

などがあった。

7）寿命観

「人の寿命は見えない力によって決められている

と思うか」では「はい」が 5 名（35．7％）、「いいえ」

が 9 名（64．3％）であった。「はい」の自由記

載では最も多かったのが「生まれ持った運命」で、

他には「神がいるとは思わないが何か大きな生命

の輪のようなシステムはある」などがあった。「い

いえ」では「生活習慣などの見える力」「生き方

や考え方などの見える力」「事故などの見えない

力と見える力の両方ある」などがあった。

2．地域高齢者の死生観に対する理解

　看護学生が死生観インタビューで地域高齢者

の死生観をどのように理解したのかについて、

学びレポートの記載内容から、2 カテゴリーと

7 サブカテゴリー、26 コードを抽出した。以下、

抽出したカテゴリーを【】、サブカテゴリーを《》、

コードを「」で示す。

①　 学生と地域高齢者の死生観の共通点と相

違点

②　地域高齢者の死生観をどう理解したか

③　 地域高齢者の死生観インタビューで得た

学びをどう活用するか

6．データ分析方法

1）事前アンケート

　死生観インタビュー前の看護学生の死生観ア

ンケートについて単純集計を行った。質問項目

における自由記載については、内容を精読し質

問項目ごとに分類した。

2）学びのレポート

　本研究の目的は、2 年課程定時制の看護学生

が、地域高齢者への死生観インタビューを通し

て高齢者の死生観をどう理解し、死生観インタ

ビューで得た学びをどう活用するのかを明らか

にする為、学びレポートの内容から、以下の 2
つを分析した。

①　地域高齢者の死生観に対する理解

②　 地域高齢者の死生観インタビューで得た

学びの活用

　①②について、文脈単位を大切に切片化しコー

ドを抽出した。分析結果の真実性を確保するた

めに、意味内容のわかりにくい文章については、

学生に口頭で確認を行った。抽出したコードに

ついてトピックスごとに分類しサブカテゴリー、

カテゴリーを形成した。

7．倫理的配慮　

　人間総合科学大学倫理審査委員会の承認（第

207 号）を受け実施した。看護学生が在籍する教

育機関の学校長、看護学生、市社会福祉協議会

担当者および地域高齢者それぞれに対し、研究

の目的と意義、研究方法、個人が特定されないよ

う記録類や論文の匿名性の確保、使用するパソ

コンやデータ類の管理や処理方法、プライバシー

の保護や守秘義務、インタビューに際して配慮

すること、さらに、研究参加に同意しない場合や

途中で撤回した場合でも不利益を被らないこと、

成績への影響がないこと、データの開示に応じる

ことなど、対象者に生ずる可能性のある不利益や

危険性に対する配慮について、文書および口頭

で説明し、自由意思で署名による同意を求めた。

看護学生に対する説明は、授業に影響のないホー

ムルームの時間に行った。同意書の提出は、教員

の目の届かない場所に設置した回収箱に入れるよ

う説明したが、その場で全員から提出があった。

Ⅴ．結果

1． 死生観インタビュー前の看護学生の死生観ア

ンケート

　学生 14 名から回答を得た。自由記載では 125
個のコードが抽出された。その主な内容を挙げる。

1）死後の世界観　

「死後の世界はあると思うか」については「はい」

10 名（71．4％）、「いいえ」が 4 名（28．6％）

であった。「はい」の自由記載には「痛みや苦し

みのないやさしい世界」「ずっと安らかな気持ち

でいることができる世界」「いつも楽しいと思え

る世界」などがあった。また「いいえ」では「死

んだら何もなくなる」などがあった。

2）死への恐怖・不安

「死が怖いと思うか」の質問に対しては「はい」

が 12 名（85．7％）、「いいえ」が 2 名（14．3％）

であった。「はい」の自由記載には「死ぬ直前の

痛みや苦しみなどの身体的な苦痛」「大切な人と

逢えなくなり忘れられること」「自分という存在

がこの世からなくなること」などがあった。「い

いえ」は「先に死んでいった家族や友人に逢える」

「誰もが迎えること」があった。

3）解放としての死

「死はこの世の苦しみから解放されると思うか」

では、「はい」が 7 名（50．0％）、「いいえ」が 7
名「50．0％」であった。「はい」の自由記載には「孤

独・いじめ・貧困など精神的な苦しみからの解放」

「災害や事件・重圧や責任感など社会的な苦しみ

からの解放」「ガンの痛みなど身体的な苦しみか

らの解放」などがあった。「いいえ」は「苦しみ

は消えない、死後も苦しむことになる」「生きて

いることを苦しいと思わない」などがあった。

4）死からの回避

「死について考えることを避けているか」では「は

い」が 3 名（21．4％）、「いいえ」が 11 名（78．6％）

であった。「はい」の自由記載では「現在自分が

健康だから考えられない」「考えると怖くなる」

などがあった。「いいえ」では「生きていれば必

ず死が訪れ避けては通れないものだから」「一日

一日を大事に生きるために必要」「看護師は死を

意識する仕事のためきちんと考えることは大切」

などがあった。

5）人生における目的意識

「人生にはっきりとした使命と目的を見出してい

るか」では「はい」が 4 名（28．6％）、「いいえ」

が 10 名（71．4％）であった。「はい」の自由記

表 1　地域高齢者の死生観に対する２年課程定時制看護学生の理解表１ 地域⾼齢者の死⽣観に対する 2 年課程定時制看護学⽣の理解 

カテゴリー（２） サブカテゴリー（７） コード（26） 

⽣に対する価値観 今を⽣きる ・死を考えるよりも⼈⽣をどう⽣きていくのかが重要である 

・⽣きることに対する執着が強い 

・⾃⼰実現のために⽇々頑張っている 

・やりたいことをする 

・⽣きることが忙しい 

・残りの⼈⽣を精⼀杯⽣きたい 

・今を⼀⽣懸命に⼀⽇⼀⽇⼤切に⽣きれば死に出会っても驚かない 

悔いのない⼈⽣ ・やりたいことやしなければならないことが沢⼭残っている 

・死によってできなくなることは困る 

・⽣きている間に悔いのないように⽣きる 

・⼼残りがないように過ごす 

⼈⽣の⽬的や使命 ・⾃分のためではなく住⺠の⽅が中⼼の⼈⽣ 

・住⺠の中に⾃分がいればよいという⽣き⽅ 

・死が来るまで⽣きがいや⽬的をもって⽣きていこうという考え 

死に対する価値観 死への関⼼ ・⾝内や友⼈の死を通して⾃分の死を考えるようになる 

・死の準備をしなければならないと考えている 

・死後の世界はあってほしい 

・実際には死につながることが今の⾃分に起きていない 

・死について考える暇がない 

死への恐怖・不安 ・死ぬことは怖くない 

・死によって家族を困らせることが不安 

死の不可避 ・⽣きていれば必ず死は訪れる 

・遅かれ早かれ死に直⾯する 

寿命観 ・死は運命である 

・⼈⽣ 80 歳まで⽣きたら 100 点満点である 

・健康でピンピンコロリが理想的である 
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べた。さらに学生は「価値観を広げ人との関わ

りを深める」「人とのつながりを大切にする」の

ように、《人とのつながり》に対して活用すると

述べていた。

2）【臨地実習に活用】

　学生は「インタビューを通して高齢者に対す

るイメージが変化した」「高齢者は弱者ではない

ことを念頭に関わる」「高齢者の精神面の強さを

持てる力として活かす」のように、《高齢者の理

解》に活用すると述べていた。また「健康な高

齢者の死生観について実際に聴く機会がなかっ

たが、話題にしてもよいことに気づいた」「臨地

実習は疾病を抱えた人を受け持つので健康な人

の死生観との違いを理解する」のように、《死生

観に対するアセスメントの実際》として活用す

ると述べていた。

Ⅵ．考察

1．死生観インタビュー前の看護学生の死生観

　インタビュー前の学生の死生観で、割合が高

かった回答は、「死後の世界がある（71．4％）」

「死が怖いと思う（85．7％）」「死について考え

ることを避けていない（78．6％）」「人生の使

命を見出していない（71．4％）」「死への関心

がない（64．3％）」「寿命は見えない力で決め

られているわけではない（64．3％」」であった。

また「死はこの世の苦しみから解放されること

か」については肯定と否定がいずれも 50％で

あった。

　死後の世界観について学生は「痛みや苦しみ

のないやさしい世界」「ずっと安らかな気持ちで

いることができる世界」など苦痛のない楽しい

世界を想像していた。死への恐怖・不安につい

ても死後の世界観と一致するように「痛みや苦

しみなどの身体的苦痛」を挙げている学生が多

かった。これについて、狩谷 , 渡會丹（2011）、
種市 , 熊倉 , 森田（2016）の研究で、死への恐

怖を示す学生の記述が最も多かったとする報告

や、石田ら（2007）、梅田 ,迫田（2014）の研究で、

死後の世界観が最も多く、次いで死への恐怖・

不安であったという報告がある。本研究でも、

狩谷 , 渡會丹（2011）、種市ら（2016）と同様、

死への恐怖の割合が最も高く、恐怖の要因とし

て、身体的苦痛や自己の存在や他者とのつなが

りの消滅が多かった。このように、看護学生に

とって死への恐怖・不安が大きいことがまた本

研究において明らかとなった。

　解放としての死について、学生はこの世の苦

しみには精神的、社会的、身体的なものがある

とし、それらの苦痛から解放されたい人にとっ

ては死によって解放されると考えている学生や、

この世が苦しいと思っていなかったり、死後も

苦しむと思ったり受け止め方は様々であった。

さらに、死からの回避では、「生きていれば必ず

死が訪れ避けては通れないもの」「一日一日を

大事に生きるために必要」「看護師は死を意識す

る仕事のためきちんと考えることは大切」など、

死について考えることを避けていないとしなが

らも、死への関心については、「年齢的に死が近

いわけでないから考えることはない」など死に

ついてあまり意識していないことが分かった。

狩谷 , 渡會丹（2011）、梅田 , 迫田（2014）の

研究で、約 9 割の学生が死について考えた経験

が「よくある・ときどきある」との報告があるが、

対象学生は 4 割にも満たなかった。これについ

てアルフォンス・デーケン（1996）は、私たち

は恐怖や不安をただ否定的な感情として捉える

ことが多いが、死への恐怖には、生命の危険を

回避させる機能や、創造性を育むといった積極

的な役割を果たす側面もあると述べている。対

象学生の記述にあるように、学生にとって死は、

大切な人との別れや自己の存在がなくなること

の恐怖・不安が大きい。しかし、学生は死をた

だ否定的に捉えているのではなく、生きること

や看護師になる為に必要であるなど、死を考え

ることを肯定的に捉えていた。池澤（2017）は、

人間には潜在的、顕在的に死に対する恐れがあ

るため、死に関する思考は無意識のうちに抑圧

されるのであり、宗教的な死後の霊魂といった

考え方も死に対する恐れを低下させるものとし

て機能していると述べている。学生が「誰かの

死に直面したときしか考えない」というように、

常に死を意識しているわけではないことは極自

然なことだと考えられる。だからこそ、学生が

死生観について考えられる授業や実習の存在が

重要だと考える。

　次に、人生における目的意識で、「夢をかなえ

ることが目的」だが「使命といえるほどのもの

は見出していない」という学生が多かった。「今

は使命が形成されつつある段階」「自分らしく今

を生きるしかない」と思いながら、具現化でき

ていないことを学生は実感していた。これは、

1）【生に対する価値観】

　学生は「死を考えるよりも人生をどう生きて

いくのかが重要である」「生きることに対する執

着が強い」「自己実現のために日々頑張っている」

「やりたいことをする」「生きることが忙しい」「残

りの人生を精一杯生きたい」「今を一生懸命に一

日一日大切に生きれば死に出会っても驚かない」

のように、高齢者の《今を生きる》を述べてい

た。また「やりたいことやしなければならない

ことが沢山残っている」「死によってできなくな

ることは困る」「生きている間に悔いのないよう

に生きる」「心残りがないように過ごす」のよう

に、高齢者の《悔いのない人生》について述べた。

さらに「自分のためではなく住民の方が中心の

人生」「住民の中に自分がいればよいという生き

方」「死が来るまで生きがいや目的をもって生き

ていこうという考え」から、高齢者の《人生の

目的や使命》について述べていた。

2）【死に対する価値観】

　学生は「身内や友人の死を通して自分の死を

考えるようになる」「死の準備をしなければなら

ないと考えている」「死後の世界はあってほしい」

「実際には死につながることが今の自分に起きて

いない」「死について考える暇がない」のように、

高齢者の《死への関心》について述べていた。

また「死ぬことは怖くない」「死によって家族を

困らせることが不安」のように、《死への恐怖・

不安》について学生は述べた。さらに「生きて

いれば必ず死は訪れる」「遅かれ早かれ死に直面

する」のように、高齢者の《死の不可避》につ

いて述べていた。加えて、学生は「死は運命で

ある」「人生 80 歳まで生きたら 100 点満点であ

る」「健康でピンピンコロリが理想的である」の

ように、高齢者の《寿命観》について述べていた。

3． 地域高齢者の死生観インタビューで得た学び

の活用

　看護学生が地域高齢者の死生観インタビュー

で得た学びをどう活用するかについて、学びレ

ポートの内容から、2 カテゴリーと 5 サブカテ

ゴリー、14 コードを抽出した。以下、抽出した

カテゴリーを【】、サブカテゴリーを《》、コー

ドを「」で示す。

1）【死生観の深化に活用】

　学生は「死生観を語る機会を持てたので自分

自身の死生観を新たにしていける」「家族や友人

などにも死生観について問いかける」「普段から

様々な人の意見も聞いてなぜそう思うのか考え

る」「自分だけの考え方にとらわれないように他

者の意見に耳を傾ける」のように、《自己の死生

観の深まり》に活用すると述べた。また「人生

は一度しかないのでやりたいことをする」「常に

目標を持ちながら楽しむ姿勢を忘れない」「目標

を忘れずに目の前にある課題に精一杯取り組む」

のように、《人生の目的や目標》に活用すると述

表 2　2 年課程定時制看護学生が地域高齢者の死生観インタビューで得た学びの活用表２ 2 年課程定時制看護学⽣が地域⾼齢者の死⽣観インタビューで得た学びの活⽤ 

カテゴリー(2) サブカテゴリー （５） コード（14） 

死⽣観の深化に活⽤ ⾃⼰の死⽣観の深まり ・死⽣観を語る機会を持てたので⾃分⾃⾝の死⽣観を新たにしていける 

・家族や友⼈などにも死⽣観について問いかける 

・普段から様々な⼈の意⾒も聞いてなぜそう思うのか考える 

・⾃分だけの考え⽅にとらわれないように他者の意⾒に⽿を傾ける 

⼈⽣の⽬的や⽬標 ・⼈⽣は⼀度しかないのでやりたいことをする 

・常に⽬標を持ちながら楽しむ姿勢を忘れない 

・⽬標を忘れずに⽬の前にある課題に精⼀杯取り組む 

⼈とのつながり ・価値観を広げ⼈との関わりを深める 

・⼈とのつながりを⼤切にする 

臨地実習に活⽤ ⾼齢者の理解 ・インタビューを通して⾼齢者に対するイメージが変化した 

・⾼齢者は弱者ではないことを念頭に関わる 

・⾼齢者の精神⾯の強さを持てる⼒として活かす 

死⽣観に対するアセスメン

トの実際 

・健康な⾼齢者の死⽣観について実際に聴く機会がなかったが、話題にしてもよいこと

に気づいた 

・臨地実習は疾病を抱えた⼈を受け持つので健康な⼈の死⽣観との違いを理解する 
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多様な死生観を理解する上でインタビューやグ

ループ討議、全体発表は必要であったと考えら

れる。しかし今回の研究は学習方法に焦点を当

てておらず、討議や発表による学習効果の違い

が言及できていないため、今後の課題としたい。

　さらに学生の記述に「自分のためではなく住

民の方が中心の人生」など住民中心の《人生の

目的や使命》がある。これは、インタビューし

た高齢者が定年退職から現在まで積極的に地域

活動を主催する方々であったことが影響してい

る。今後はインタビュー協力者を拡げることも

課題としたい。

3． 地域高齢者の死生観インタビューで得た学び

の活用　

　【死生観の深化に活用】では、「家族や友人な

どにも死生観について問いかける」など《自己

の死生観の深まり》に活用するとあった。特に「自

分だけの考え方にとらわれないよう他者の意見

に耳を傾ける」からは、インタビュー後、何度

も討議を行って他学生の考えを聴いたり、地域

高齢者の死生観を全体で共有したりしたことで、

多様な価値観の学びに繋がったと考える。さら

に、周囲の人にも死生観について問いかけるこ

とを学生が挙げたのは、今回の経験によって死

生観を構築する重要性を学生が実感できたから

だと考えられる。加えて《人とのつながり》《人

生の目的や使命》からは、学生が高齢者の地域

貢献活動に影響を受けていると考えられる。こ

れについて、インタビュー前の学生のアンケー

トで「使命といえるものはまだ見出していない」

とする学生の意見が 7 割を占めていたが、今回

はそういった否定意見がなかったことからも言

える。学生は看護師になるという目標に向かっ

て楽しみながら努力することの重要性を実感し

たと考えられる。しかし、死生観インタビュー

後のアンケートを実施しておらず、個々の学生

の死生観の変化について言及できない点は今後

の課題とする。

　【臨地実習に活用】では、「高齢者は弱者では

ないことを念頭に関わる」「精神面の強さを持て

る力として活かす」など、臨地実習において《高

齢者の理解》に活用するとあった。また「死生観

を話題にしてもよいことに気づいた」「疾病を抱

えた人を受け持つので健康な人との死生観の違

いを理解する」からは、学生がインタビューで対

話の実際を体験し方法が理解できたことや、話

題にすることの躊躇いが軽減したことが伺える。

　学生にとって他者の死生観を聴く機会はあま

りない。山本（2007）は、その人が体験したこ

と、見聞したこと、模倣的に生きそして死んで

いった実例が最も関心が高く与える影響も大き

いと述べている。また前述したように、臨地実習、

授業やカンファレンス、DVD や映画鑑賞、イン

タビューなど、死について考える経験が死生観

に影響したとする研究報告が数多くある。中で

も家族インタビューを取りいれた研究で、寺門

ら（2002）は、個人史を傾聴する中で相互作用

が生まれることによって、年齢差や世代間ギャッ

プをこえて歴史をもつその人を理解すると述べ

ている。本研究においても、2 年課程定時制看

護学生が高齢者への死生観インタビューで、高

齢者の死生観の理解とともに、関心を持って自

己の死生観を考え深める機会になったこと、そ

して死生観インタビューで得た学びを臨地実習

に活かそうとしていることが分かった。今後、

死生観インタビューの学びの活用について、看

護大学生や 3 年課程看護学生にも調査し検討し

ていきたい。

Ⅵ．研究の限界と今後の課題

　本研究は、教育の平等性や高齢者への配慮と

いう倫理的な観点から、対象学生を少人数に分

けて 4 名の高齢者に死生観インタビューを求め

た。しかし、それぞれの高齢者の死生観に違い

があり全体で共有するのに時間を要した。また

協力いただいた高齢者は、現在も地域貢献活動

をしている方ばかりであったこと、学生 14 名

のデータであったことなど結果の汎用性が高い

とは言えない。さらに学生の看取り経験の有無、

インタビュー後の学生の死生観の変化について

言及できていない。今後の課題として、研究協

力者である高齢者の選定と対象学生数を増やす

こと、就業と看取り経験と死生観の関連性、イ

ンタビュー以外の討議や全体発表など学習プロ

セスの成果、インタビュー前後の学生の死生観

について比較検討、看護大学生や 3 年課程看護

学生が考える死生観の活用について検討してい

きたい。

Ⅶ． 結論

　2 年課程定時制看護学生は、地域高齢者への

死生観インタビューを通して、高齢者の《今を

死への回避での学生の考えと重なる。「一日一日

を大事に生きる」ことが看護師という夢に近づ

く為「今の置かれた状況で精一杯することが使

命」と学生は捉えていた。また寿命観について

は、運命など見えない力だけで決まるのではな

く、生活習慣や生き方、遺伝子、医療の進歩な

ど見える力も寿命に影響すると学生は考えてい

た。中原 , 高口 , 岩崎（2017）の 2 年課程定時

制看護学生を対象とした学習意欲の調査研究で、

就労と勉学を両立する学生の特色として、就労

による医療への好奇心や学校で得た知識を職場

で活用できる環境にあり、社会経験は新たな自

分への挑戦という自己実現の欲求に繋がったと

報告している。また三木 , 柳澤 , 河村（2010）、
岡田 , 服部（2014）の報告によると、2 年課程

定時制看護学生は医療機関等への就業から社会

的スキルが高く、日常的に他者から学ぶ経験も

多いという。

　対象学生も殆どが医療機関に所属しながら就

学していた。置かれた社会環境は様々で、人生

の使命についての考え方も異なるが、看護師と

いう目的達成の生き方が人生の目的として学生

の認識にあった。鎌田ら（2013）、小川ら（2017）
の報告のように、学生のレディネスが多様化し

ていることから死生観にもその特徴が表れてい

ると思われた。例えば、就業先で看取りを体験

することにより死生観を考える学生が多く、ま

た死への恐怖・不安は少ないといったことであ

る。しかし実際は、死についてよ
・

く
・

考えると回

答した学生が少なく、死への恐怖・不安を感じ

ている学生は多いことから、2 年課程定時制と

いう就業の特徴があるとは言えない。また、死

についてよく考えるかという質問の「よ
・

く
・

考え

る」の捉え方の違いが結果に影響したと思われ

る。人は常に死を意識しているわけではない為、

「よく」の度合いについて具体的に学生に示す必

要があった。今回の調査では学生の背景を把握

できておらず、充分に考察できない点は今後の

課題とする。

　しかし、学生に死生観について事前に回答し

てもらったことは、自己の考えを洞察しインタ

ビューによる高齢者の死生観を理解する足掛か

りになったと考える。

2．地域高齢者の死生観に対する理解

　学生が、地域高齢者への死生観インタビュー

で、高齢者の死生観の理解について記述した 26

コードのうち、生に対する価値観のコード数が

14、死に対する価値観のコード数が 12 と数に

は殆ど差がない。今回の研究では、インタビュー

後の学生の死生観を調査しておらず、死への恐

怖・不安や死への関心などがどう変化したのか

比較ができない。しかし、学生の記述からは、【生

に対する価値観】や【死に対する価値観】が偏

りなく抽出され、学生は地域高齢者の死生観を

理解したと考えられる。

　学生が記述した「死が来るまで生きがいをもっ

て生きる」「生きていれば必ず死が訪れる」から

は、生と死に対する価値観について学生の理解

が分離していないことがわかる。これについて

眞鍋ら（2017）は、死生観は死の否定的な側面

だけを見るのではなく、死を意識することによっ

てよりよく生きるという肯定的な側面が含まれ

ると報告している。死は生の延長線上にあり、《死

が不可避》だからこそ《今を生きる》地域高齢

者の死生観を学生は理解したと考えられる。し

かし学生は《死への関心》の「死の準備をしな

ければならないと考えている」のように、死を

考えることを肯定している高齢者がいる一方で、

「死につながることが今の自分に起きていない」

など現実的な自己の死を認識していない高齢者

がいることも記述している。また《死への恐怖・

不安》も対極的な記述があった。これは、それ

ぞれ地域高齢者の異なった死生観によるものと

思われる。学生の死生観の構築に重要なことは、

看護の対象であるその人の人生の歴史を知り、

生き方や逝き方の考えに関心を持つことだと考

える。長江（2016）も、その人の人生に関心を

寄せ、その人の生活と必要な医療・ケアを結び

付けていく看護の重要性を述べている。木下ら

（2013）も、インタビュー体験によって、学生

が自分とは異なる多様な死生観を持っているこ

とについて実感をもって理解できると報告して

いる。今回学生が高齢者の多様な死生観を知る

ことは、個別的な看護の必要性の理解にも繋がっ

たと考えられる。

　またインタビューだけでなく、討議やクラス

全体の発表を通して 4 名の地域高齢者の異なっ

た死生観を共有したことにも意味があった。こ

れについて瀨川 , 原（2005）は、自分の体験

を他のメンバーと共有することで終末期という

限られた状況で一人の患者からは学べないこと

が理解できると報告している。学生が高齢者の
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学習方法―看護学生の個人史インタビュー

による人生観・健康観の学びー . 老年看護

学 ,vol.7,No1,88-94.
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生きる》《悔いのない人生》《人生の目的や使命》

などの【生に対する価値観】と、《死への関心》《死

への恐怖・不安》《死の不可避》《寿命観》などの【死

に対する価値観】を理解した。また、2 年課程

定時制看護学生は、地域高齢者の死生観インタ

ビューで得た学びを《自己の死生観の深まり》《人

生の目的や目標》《人とのつながり》のように自

己の【死生観の深化に活用】し、《高齢者の理解》

《死生観に対するアセスメントの実際》など【臨

地実習に活用】することが本研究において示唆

された。
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